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骨粗鬆症やうつ病モデルマウスなどの脆弱な疾患モデルマウスの脳表に、低侵襲の豊橋プローブを埋め込
み、数か月単位の神経活動を測定できた。本計測系は、長期にわたり定量的に疾患モデルマウスの神経活
動を含む生理活性の形質異常も計測でき、発症メカニズムの解明や薬剤スクリーニングに有用である。

豊橋プローブと市販電極
の比較

世界最細の豊橋プローブ BlockS

豊橋プローブ(ブロックS)
先端径5umの刺入型電極

大脳皮質視覚野へ
の埋め込みと光刺激

世界最細の先端径5umの刺入型電極である豊橋プローブは、刺入後の組織に対する侵襲性が低く、脳内への埋め込
みにより、1年余にわたる⾧期安定的な電気生理学的な脳の機能の測定が可能である。

視覚野の神経細胞の光に対する反応について
豊橋プローブによる細胞外記録の⾧期計測

うつ病モデルマウス(Nfr2 ノックアウトマウス)の視覚野の電気生理データ

骨粗鬆症モデルマウス(卵巣摘出(OVX)による
エストロゲン欠乏マウス)の、ひげ刺激に対す
る体性感覚野の豊橋プローブによる神経活動
計測では、 OVXは脳活動による発火スパイク
のPSTH(Peri-Stimulus Time Histogram)が
短時間に密集して発生し、ヒゲ刺激からの時
間経過とともに減少率が低い傾向がある。
このことは、骨粗鬆症モデルマウスが、ひげ
刺激に対して、知覚レベルで過敏になってい
ると考えられる。

骨粗鬆症モデルマウス(卵巣摘出(OVX)の体制間隔野の電気生理データ

豊橋プローブ FilmS
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Sham偽オペマウス OVXマウス
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最大発火から500ms分の面積での比較


